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1．1．1物理構成   
物理構成としては，細部の配線経路改  
愛知大学ネットワーク構成 概略  





































ス認証）を採用した。   
ネットワーク分類によっては，両方式  
を組み合わせて利用している。  

















1．3．2 AP設置箇所・個数   
第6期システムでの既設箇所に加え，教  
員の個人研究室でも利用できるように，  
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図4：無線LANのユーザー認証画面  





1．3．3 認証方式   
前述したユーザー認証（Webブラウザ  
でのユーザーID認証）と端末認証（MAC  
アドレス認証）を組み合わせている。   
なお，無線IJANの場合，Webブラウザ起  
動時にユーザー認証画面へ自動遷移する。  




無線LANシステムを導入した。   
AP側では出力電波やSSID・暗号化方  
式等の設定情報を一切持たず，各校舎に  




愛知大学情報メディアセンター  75  vol．19，N（）．1，2008   
境界にはFirewallを設置し，インターネッ  
トから学内ネットワークへの攻撃や不正  







ターネットへの影響を少なくしている。   
公開サーバー（メールサーバー／Web  















2．3 ホスト側のセキュリティ対策   
今回のシステムで導入する全ての汎用  
サーバー （Windows／Linuxサーバー）  
及び全てのクライアントPCには，当然な  






3．1全学認証システム   
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図6：全学認証システム連携概要  












4．1 メールシステムの構成  
4．1．1構成の概要   
第6期システムでは，①豊橋校舎学生用  
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図10：専用のGUIツール（MACアドレス）  
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トI－／1－  図13：smtpによるメール送信の流れ  






ち卜 く－T－－l－  
ヰ   
図12：pop3によるメール受信の流れ  
smtpによるメール送信は，以下の流れ  
で通信が行われる。（図13参照）   
通常は中継用メールサーバーをsmtp  
サーバー として利用することを推奨して  
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・ログイン画面   
従来は学生用，教員用でログイン画面  
URLが異なっていたが，今回は負荷分散  





4．2 Ⅵねbメールシステム  

















・メールホームタブ   
管理者からのお知らせ，新着メール情  
報，メールボックス使用量などを確認で  
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図18：メール作成画面   
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図16：メールホームタブ   
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図19：モバイル設定画面  
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図17：メール受信タブ   





図20：携帯電話でのアクセスの様子   
・その他   
ツールタブから，様々な機能の設定が  
可能である。   
フォルダ管理では，mbox形式のメール  











能を利用者ごとに設定できる。   
ウイルスチェックを行うよう，透過型ウイ  
ルス対策サーバー（専用アプライアンス  





ルを受信者に送信している。   
また，不正なsmtpセッションを判断し  
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4．3 迷惑メール対策  
4．3．1ウイルスメール対策   
4．1で述べたように，メール送受信時に  


















4．3．3 迷惑メールの状況   
ウイルス対策サーバーで検出できてい  
るウィルスは，目によりばらつきがある  
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5．1システム概要   
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図23：Mailman管理ツール（上：会員リ  
スト管理画面 下：投稿管理画面）  



























なグループポリシーをかけている。   
クライアント環境では，ブラウザやMS－  
0躇iceなどで，日本語だけでなく英語，中  












5．4 シンクライアントシステム   
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図31：ファイルサーバ構成  
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図33：Zドライブ（ホームディレクトリ）  
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図32：利用者環境（コンピュータ）  
5．5．1 ストレージ（NAS）   
利用者数を3校舎合わせて15，000，ホー  
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図34：0ドライブ（教材用ファイルサーバ）  


















止される。   
日】且l枚数は決まっているのですか7  




ター：IPSio SP6220／IPSio SP6210）な  
お設置プリンターは，登録外のクライア  







配布可】刷ポイント敷   
区分  印刷ポイント   
学部生（一般）  白ぃ〕ポイント   
学部生（卒業年次）  9m〕ポイント   
大字口完生・専門職大学院生  1000 ポイント   
教職昌（非常勤含む）  1000 ポイント   
孝斗目等履帽生  35D ポイント   
その他（オープンカレリソ生）  7m〕ポイント   
消圭ポイント数   
モノウロ   A3 未満   1ポイント  
A3 以上   2 ポイント   
カラ」   A3 未満   川 ポイント  
A3 以上   20 ポイント   
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を減らす効果を期待している。  




図39：オンデマンド印刷の流れ   








図38：印刷状況確認画面   





















6．1．1 SSL－VPNシステム   
利用者は，WebブラウザからSSL－VPN  
システムにログオンすることにより，学  
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外からの学内専用Webページへのアクセ  
スと，学外からのファイルサーバーアク  
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